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今日の主な活動：園庭遊び 

 

 

 

  

＜メジロ・小さな命（木曜日）＞ 

朝、子ども玄関のガラスにぶつかったようで、メジロが死んでいました。小鳥を間近で見る

機会はなかなか無いので、箱に入れて子どもたちが見られるようにすると、どの子も興味

津々。「これ、何の鳥？」「本当に目の周りが白い」「少し目が開いているね」など、じっくり

観察しています。お墓をつくりたいという話になり、その前に年長と集まって、小さな亡骸か

ら少しだけ、羽の構造を勉強させてもらいました。                      

“生きていること”を強く感じられる場面は、命が“なくなったとき”です。埋める前にそっ

と両てのひらに乗せて、その重さを感じました。 

鳥は飛ぶた

めに体が軽

いんだよ 

死んだ生き

物に素手で

触ってはい

けないよ 

尾羽   

風切り羽 

縁は若草色

なんだって 

外で見ると

より若草色

がきれいに

見える 

イエローバードの 

木の下にお墓を 

作りました 

＜自分の身体を大切にしよう（年少）＞ 

「赤ちゃんってどうやって産まれるのかな？」という話から、家族が自分のことを大切にし

てくれているように、自分も自分の体のことを大事にしよう！と年少の子に話をしました。 

お腹の中の赤ちゃん動くかな？ 

「キラキラ星」を歌ってあげていましたよ。 

一人ひとりの大事なところはどこかな？ 

シールを張って見てみました。 

小さい頃の記憶ある！ 

お腹の中にいる赤ちゃんの話を

してもらいました！ 

身体の全部が大事だね 

特に、プライベートパ

ーツは、赤ちゃんの誕

生のために、大切なと

ころなんだよ。 


